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貯槽缶使用のセット注射器に於ける滅菌維持と対策
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T は じ め に

セット注射器を貯栢種にて用いる方法Cri､滅菌技法の点､滅菌維持の点.廃止の方向Ln:あり､

進歩的た病院ではほとんど使用されていたいと潤 く.中材部では単独の険査用注射器を除き､す

べての注射器はこの方法に頻っているo今回､特vE凋菌感染防止の意味から.セット注射器の滅

菌維持につVlて､その叔 り扱い､床全､汚染原因を明確忙し解決策を考えるため､研究を進めて

みた｡

丑 セット注射器使用の実感

病棟､外来に於いて.七･}ト注射器は1日どの位請求し､使用されているのだろうか｡数の上

から倹討してみたO

調 査 日 7月 1日 月眉目

対象病棟 18 外来診療科 16

使用カス ト数 病棟-大 51 ′｣､ 9

外来-大 9 †J､12

1日の注射器供給数から返却時.未使用注射器を数へ､実際の使用数を貸出した｡

病棟-のセット注射器供給数は.1508本.実際の使用数772本で504;の使用率.外来は

紘.558本.使用数194本で5D感の使用率であったo

l) 注射器は全体的に､病棟は2倍､外来は5倍の無駄を生じている｡

2) 病棟､外来をとうして注射器供給数VC曜日による変化はたくO血沈測定日､ス トマイ注

射日等忙請求数のや 増ゝ加しているのがみられる｡

点者の急変等突発的尊意に備え.使用見込数よb多く請求している事情はわかるが,5

倍は大きすぎる｡滅菌維持の点から問題がある｡
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図 T 1日のセット注射器供給数と使用数
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m セット注射器の成薗縫持

1. 失敬方法

1) 検 体

1mPツベルク])ソ注射器

角型Ij､カス ト25cmX19cm上 ･下に通気孔あり｡底にさらしを敷く｡ これは水尚が

残 b直接注射器を不潔vCLをいためと.注射器探護のため｡又.汚染外気の直接侵入を

防 ぐためVC用いる｡

2) 方 法

滅菌維持の点から5段塔にわけて行った(

1段階 .'戒宙直後オートクレーブよbカス トを収b出し､通気孔を閉じ､供給欄vc産く

迄｡

2段階 .'滅菌後使用時迄O病棟-の供給は､成宙後5時間以内o外来は､盟胡受領して

いくため20時間供給欄VC置かれているOこ でゝは､長時周捉菅の外来を対象

とした｡

5段階 :使用開始より終了時迄｡病棟の使用状態に近い方法で行う事を原則とLo病疎

へ供給､返却迄の24時間内に2分開閉 10回をス トップウオッチを用い､1

時間毎に行ったoltuツベルクリン注射器を5本セットし､左よbl､2､5､
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4､5､と記し､成宙確認の検知カード(OXカード)を挿入Oオートクレー

ブ内は､下段の手前.滅菌されにくVl場所を選び.152℃15分とした.

又､2段階での供給欄は､下段で供給払出し頻回で､蘭下側より汚染空気の

1番侵入しやすV>場所とした｡

5段塔でのカス ト虜閉式験では､受付近 くの台上とし.午前 ･午後の返却受

付.滅菌依頼物品受付時潤苛Eであたや.出入人員の最 も多い時であった0

5) 使用培地と判定

細菌検査室に依頼 し行ったO

(む 無菌試簸用のチオグリコレー ト培地で,57ocl週周培養.肉眼的に険す.

② ス_4ヒロコッカスUal1D培地 :病原性7●ドゥ状球菌は､食塩の高濃度に対 して3=E抗

性であることから､ブドウ成育選択培地として応用されてV,る.集落の発育に57℃

48時間を要する｡

③ コアグラーゼ産生龍 :新鮮ウサギ血策を生理食塩永で5-10倍に稀釈0.5nr耽 被険

苗の 1白金耳をよく混和57ccVCおき､1.2､5時間後に親察o凝固又は､フヤプリ

yの析出しているものを陽性とする.非病原性ブドウ状球菌は,コアグラーゼ曝性であ

る0

2. 結 果

表 Tに示すように､第 1回実験では 1. 2､5段階の方法で薗陰性であった.2週間後の

第2回実験では,1､2段倍の方法で薗陰性｡

5段階の滅菌後24時間.2分謂閉 10回､1時間毎で正､1u ツベルクりy注射器 5本

中.左から2､5VEグラム陽性球TB-(非病原性ブドウ状球菌)が証明された.

表 t カス ト入セット注射器の無道試験

検体方法 ＼ノ広 第 1 回 実 験 - 第 2 回 実 験結 果 -ti 瞳 結 果 筒 榎

波宙直後 12545

波苗後 12
使用時迄 5 -- -

く20時間 ) 4-5

使用娼始よD 12 I.十 グラム陽性虜蔚

終了時迄 5 - 十 同 上

(24時間 ) 45 I
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｢注｣ 波宙条件 検体

152'C 15分 1方/･Pッベルクリン

圧力 2･0正/C崩 注射器各5本

OKカード 異変

5.考 察

カス ト入セット注射器の準備､威信､保管vrあたっては､通常どうりの方法にて､完全法

肩(検知カード確認 )済のセット注射器は､滅菌直後通気孔を閉 じる問O又､滅菌後使用時

迄の20時間､中材供給柏に違かれても汚染される審なく滅菌維持が可能であった｡

しかし､第2回実験(/E於hて､5段階の滅薗後使用絹始より終了時迄の24時間試験では.

空中落下宙の非病原性ブドウ状球宙(雑蒲 )が検出されたC,

第 1回実験と第2回実損での5段階に於ける相違点辻､

1) 実施者が違っていた

2) 第 1回実験時に比戒､温度2･-5度.湿慶10留と高く.風速5メークとや 強ゝかっ

た0

5) 冷房を使用していた

出入人員は､両日とも50人前後である｡

以上の点から

1) 完全滅菌のセット注射器は､使用開始後カス トの開閉VEよれ はじめて汚染される事

が明確 とたる0

2) 風速の大である日は､落下荷敷の多い事が考えられる｡

5) 温藍､湿鑑が高く冷房使用､そのため空気の移動が大きかった事が考えられた｡

今回は.未使用セット注射器の威信維持有効期間と.セット注射器開詞の時間的経過を遣わ

わなかったので.開閉の変合VCよる汚染度を知る奉が出来たかった｡実際に病棟､外来で環

境の清潔保持 と､無薗操作が大いに関係してくるものと考える｡

外来は､時間的には5-6時間と短いo Lか し､人の出入は激 しく清潔保持はむずかLVl｡

病棟は､韻閑後一昼夜にわたり波菌経緯は､不可能vc近い｡

(1) セット注射器は､温度 ･湿度の一定 した､人の出入の少い膚潔を環境で､無薗魂作を

確実に行 う.

(2) セット注射器は.絹閉後早期に使いきるo(24時間-12時間に短縮 )カス トの交

換を行 う｡あるいは､メッキyグバックVEよる1本包みの注射器を､定数制で各病棟に

供給 し､返却時新しい波領済注射器と交換する方法が考えられる｡

これVCより､一日のセッと注射器供給数と使用数での2-5倍の轄故も屑消され､突発約番

意vcも対処出来るのではないかと考える｡

いずれVCしても.一律でなく､注射器の使用状態VC応 じ険討 してみる必要があると思うO
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お わ り に

経常感染防止は､医療にたずさわるものの行わ浸ければならない基本的原則である｡

セット注射器の或暫維持を､完全E{行 うためLでは､発軒_7状意に近い清7=Zそ環境の由で､確実を

無碍損作により取 り扱 う事が最 も大切であり｡

病棟､外来に於いても､この点敵力方お頗いしたho中材部は.より滅i-封睦籍が可能浸方法を研

究 し､改善 していきたいと考えている｡

はじめての､実験的研究でもあ9.計画がち密でたかったため反省する面も多く､今後の参考

としていきたい｡

最後vc､由央検査部繍 薗検査室の皆様には大変ご協力をJ点きました.
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